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はじめに 
 

近年、農業用用排水路、ファームポンド等の農業水利施設において、植物、藻類、貝類等

の水生生物が大量増殖することに起因した、取水機能の低下、通水阻害等が報告されてい

る。しかしながら、水生生物の種類が多い上に、それらの大量増殖の要因や発生メカニズム

が不明なケースが多く､抜本的な対策は進んでいない。 

 

このため、農林水産省農村振興局鳥獣対策・農村環境課では、令和２年度より全国の基幹

農業水利施設等における通水阻害の発生状況・要因、対策手法、費用及び効果等を調査する

とともに、近年の試験研究の成果等も踏まえ、侵略性の高い外来生物を要因とする通水阻害

対策に係る効率的かつ効果的な対策を検討している。令和４年度には、特に注意を要する外

来水生植物 12 種の生態や見分け方、対策内容等を取りまとめた「外来種等が農業水利施設に

及ぼす影響と対策の手引き」を公表した。 

その後も、ナガエツルノゲイトウの防除に関する対策手法や外来貝類、在来種であるもの

の各地の農業水利施設の通水阻害要因として問題となっているヒシ等について調査、検討を

進め、一定の有益な情報が整理できたため、この度、これらの情報を追加した改訂版を公表

する運びとなった。 

 

本資料は、主に土地改良区などの農業水利施設の管理者、土地改良事業の調査・計画・設

計及び実施に従事する担当者に向けたものである。通水阻害が生じた際の対策や施設の設

計・更新時に留意したい点、通水阻害が生じる前の予防段階の対策等、幅広い活用場面を想

定しながら、農業利水や外来生物対策の分野に精通した専門家のご協力を仰ぎつつ、有益な

情報を整理した。参考文献や確認したい資料もあわせて掲載しており、外来生物による通水

阻害対策の足掛かりとして活用いただきたい。 

現在、農業・食品産業技術総合研究機構と国立環境研究所が中心となって化学的防除法等の

研究も進められているが、当面は、人力や機械による物理的防除での対応が中心になると考え

られる。外来生物による農業水利施設への影響を最小限に抑えるためには「早期発見・早期駆

除」が重要であることから、自身の地域にも起こりうる事象とお考えいただき、地域における

情報共有と連携により、外来生物の侵入・拡大の未然防止に努めていただきたい。 

 

本資料の取りまとめにあたっては、全国各地の農業水利施設管理者等のご協力の下、事例

収集や実証試験を行うとともに、「農業水利施設における通水阻害対策手法検討調査業務 有

識者委員会」を開催し、10 名の有識者から多くの有益なご助言、ご指導をいただいた。関係

者に対して厚く謝意を表する。 

  



 

2 
 

  



 

3 
 

農業水利施設における通水阻害対策手法検討調査業務 有識者委員会 

委員名簿 

 

座長 

芝池 博幸 

（令和2年度～令和6年度） 

国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構 

農業環境研究部門 農業生態系管理研究領域 主任研究員 

 

 

委員 

飯田 俊彰 

（令和2年度～令和6年度） 

 

岩手大学 農学部 食料生産環境学科 教授 

岡島 賢治 

（令和5年度～令和6年度） 

 

三重大学 生物資源学研究科 教授 

 

伊藤 健二 

（令和4年度～令和6年度） 

 

国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構 

農業環境研究部門 農業生態系管理研究領域 上級研究員 

 

五箇 公一 

（令和2年度～令和6年度） 

 

国立研究開発法人 国立環境研究所 生物多様性領域 

生態リスク評価・対策研究室 室長 

鈴木 良地 

（令和4年度～令和5年度） 

 

愛知県農業総合試験場 生物工学研究室 主任研究員 

 

中嶋 佳貴 

（令和 6年度） 

 

岡山大学学術研究院 環境生命科学学域 准教授 

嶺田 拓也 

（令和2年度～令和5年度） 

 

国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構 

植物防疫研究部門 雑草防除研究領域 グループ長補佐 

 

吉村 泰幸 

（令和4年度～令和6年度） 

国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構 

農業環境研究部門 農業生態系管理研究領域 主席研究員 

 

渡部 惠司 

（令和4年度～令和6年度） 

国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構 

農村工学研究部門 施設工学研究領域 上級研究員 

 

 

※敬称略 五十音順 令和 7年 3月現在 

なお、異動等のため交替された委員の所属・役職は、交替時のものであり、令和 7年 3月現在の役職と異

なる。  



 

4 
 

 

 

 


